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環境に優しい大豆油インクと古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています。

県議会だより［平成21年2月定例会号］

誘
致
企
業
へ
の
助
成
金
と

雇
用
の
推
進
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ま
ち
づ
く
り
を
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教
職
員
の
研
修
で
学
校
の

諸
問
題
に
対
応

5

医
科
大
学
に
お
け
る
入
札

6

注
射
針
混
入
に
よ
る

針
刺
し
事
故
の
経
緯
と

今
後
の
対
策

7

委
員　
誘
致
企
業
へ
の
助
成
金

の
内
容
や
実
施
状
況
、
ま
た

雇
用
状
況
は
ど
う
か
。

県　
助
成
金
の
事
業
目
的
は「
新

規
企
業
の
立
地
促
進
」、「
雇

用
機
会
の
拡
大
と
産
業
の
担

い
手
確
保
」で
あ
り
、
こ
の
う

ち
、
雇
用
に
対
す
る
助
成
金

に
つ
い
て
は
正
規
雇
用
の
み

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
雇
用
状
況
は
正
規
、
非

正
規
雇
用
と
も
に
増
加
し
て

い
る
。

委
員　
誘
致
企
業
に
対
し
雇
用

確
保
を
強
く
働
き
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

県　
正
規
、
非
正
規
に
か
か
わ

ら
ず
雇
用
確
保
を
お
願
い
し

て
お
り
、
今
後
も
努
力
し
て

い
く
。

委
員　
平
成
27
年
に
国
体
や
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
予
定
だ
が
、
和
歌
山
の

玄
関
口
で
も
あ
る
南
海
電
鉄

和
歌
山
市
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
が
ど
う
か
。

県　
同
駅
で
は
比
較
的
早
い
時

期
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
が

講
じ
ら
れ
た
が
、
改
札
口
の

あ
る
２
階
と
１
階
ホ
ー
ム
の

間
に
あ
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

で
は
介
助
が
必
要
で
あ
り
、

完
全
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
に
な
っ
て
い
な

い
。

　
　

国
体
開
催
ま
で
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
南

海
電
鉄
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

委
員　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
・

不
登
校
・
暴
力
行
為
等
の
現

状
と
教
職
員
へ
の
研
修
等
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
る
の
か
。

県　
不
登
校
は
ワ
ー
ス
ト
３
位
か

ら
８
位
に
、暴
力
行
為
は
ワ
ー

ス
ト
５
位
か
ら
12
位
に
、
い
じ

め
に
つ
い
て
は
全
国
で
一
番
少

な
い
県
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
さ
ら
に
、
教
員
が
子

ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
を

確
保
し
て
い
く
と
同
時
に
、

教
員
の
子
ど
も
の

気
持
ち
を
受
け
止

め
る
力
を
育
て
る

こ
と
が
大
切
で
あ

る
の
で
、
様
々
な

業
務
の
改
善
や
効

率
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

委
員　
県
で
は
あ
ら
ゆ
る
公
共

調
達
に
つ
い
て
県
内
業
者
を

優
先
し
て
い
る
が
、
医
科
大

学
附
属
病
院
に
お
け
る
売
店

な
ど
の
入
札
で
県
内
業
者
へ

の
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

医
科
大
学　
基
本
的
に
は
県
に

準
じ
て
い
る
が
、
24
時
間
救

急
や
入
院
患
者
等
の
た
め
に

年
中
無
休
を
要
件
と
し
、
か

つ
県
内
で
営
業
し
て
い
る
店

舗
を
有
す
る
業
者
を
参
加
資

格
者
に
設
定
す
る
な
ど
し
て

入
札
を
実
施
し
て
い
る
。

県　
県
内
業
者
優
先
と
い
う
県

の
方
針
が
配
慮
さ
れ
て
お
ら

ず
残
念
で
あ
る
。

　
　

医
科
大
学
か
ら
は
県
の
方

針
に
準
じ
た
制
度
づ
く
り
に

早
急
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

委
員　
医
科
大
学
で
発
生
し
た

清
掃
業
者
へ
の
針
刺
し
事
故
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

今
後
の
管
理
体
制
は
ど
う
か
。

県　
（
経
緯
の
説
明
後
） 

事
故
の

検
証
と
今
後
の
体
制
整
備
を

講
じ
る
よ
う
指
示
を
行
っ
た
。

ま
た
、
県
へ
の
事
故
報
告
が

遅
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

医
科
大
学　
（
針
刺
し
事
故
と

報
告
の
遅
れ
に
つ
い
て
陳
謝

の
後
） 

廃
棄
物
の
分
別
、
針

刺
し
防
止
に
関
す
る
教
育
啓

発
の
周
知
徹
底
な
ど
５
項
目

の
対
策
を
講
じ
、
連
絡
体
制

の
強
化
を
徹
底
し
た
い
。

県　
再
発
防
止
に
万
全
が
期
さ

れ
る
よ
う
、
県
も
努
力
し
て

い
く
。

１
面
か
ら
の
続
き

テレビ・ラジオ放送
　定例会の質問と答弁の様子や委員会の審議状況、議案の
審議結果などをお知らせしています。

テレビ　テレビ和歌山　
県議会だより　開会、質問、閉会日の22時30分から25分間
放送（6月定例会の放送予定　6/12、19、22～24、30）
県議会手話だより　閉会日の約1週間後に、22時30分から
30分間放送

ラジオ　和歌山放送
県議会ダイジェスト　開会、質問、閉会日の22時から15～30
分間放送（6月定例会の放送予定　6/12、19、22～24、30）

　
県議会ホームページ

和歌山県議会　http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/200100/www/　
●県議会のしくみや主な動き、議員紹介、議会日程、質問
項目、本会議録など様々な情報を掲載しています。

●議会開会中は、質問など本会議場での模様を生中継して
います。また、この中継録画やテレビ広報番組の録画を
いつでも見ることができます。

　
傍聴してみませんか

●本会議は、申込みなしで傍聴できます。
●委員会の傍聴は、事前の申込みが必要です。
●県議会は、年4回（2月、6月、9月、12月）開催される「定
例会」のほか、必要に応じて開催される「臨時会」があり
ます。

県議会を 見る聞く
TV

発 行 日／平成21年5月17日　
編集・発行／和歌山県議会　☎ 073-441-3570　 
　　　　　 〒640-8585（県庁専用郵便番号）　和歌山市小松原通１-１

和歌山県議会　　　　　　 検索

※この日程は予定ですので、変更されることがあります。
　傍聴を希望される方は、開催日時等をお確かめください。

本会議 6月12日（金）
議案調査 6月15日（月）～18日（木） 
本会議（質問） 6月19日（金）
 6月22日（月）～24日（水）
常任委員会 6月25日（木）～26日（金）       
本会議 6月29日（月）～30日（火）

平成21年6月定例会　会期日程（予定）

議員報酬月額を
６％減額します

　社会経済情勢・財政状況が厳しい中、平成21年度の県
議会議員の報酬月額を引き続き6％減額することを、議
員提案で議決しました。

報酬月額の減額経過

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15～17 Ｈ18 Ｈ19～21

820,000円 820,000円

779,000円

5％
820,000円

770,800円

6％
820,000円

3％

795,400円

議
員
報
酬
月
額（
年
次
別
）

770,000円

723,800円

6％

基本報酬月額

減額率

減額後

特例条例により、平成14
年度から報酬月額の3％減
額を開始、15年度からは
5％、18年度からは6％減
額して現在に至っています。

県特別職報酬等審議会の
答申を受けて、条例によ
り平成19年度から基本報
酬月額を82万円から77万
円に引き下げています。

基本報酬月額を引き下げ 平成20年度報酬月額は
近畿６府県中、減額前・
後ともに最も低い額であ
り、全国では減額前は40
番目、減額後は45番目と
なっています。

段階的に減額

３
月
12
日（
木
）　
服
部　

一
・
松
坂 

英
樹
・
角
田 

秀
樹　
　
　
　
　
　
　

３
月
13
日（
金
）　
長
坂 

隆
司
・
平
木 

哲
朗
・
浅
井 

修
一
郎
・
尾
﨑 

太
郎

質
問
委
員（
７
人
）

予
算
特
別

予
算
特
別
委
員
会
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

虚礼廃止にご理解・ご協力を！
　県議会では、虚礼を廃止した議員活動を行っています。県民
の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

編 集 後 記　　　　　　　　　　創刊号を発行して、はや１年。議員の素顔や議会

の動き等、少しでもご理解いただけたでしょうか。編集に際して最も難

しいのは表紙で、今号も記事内容や見出し・写真選定について様々な議

論を交わしました。これからも、県民の皆さんに議会を身近に感じてい

ただける読みやすい紙面づくりを心がけてまいります。

和歌山県議会へのお問い合わせは県議会事務局各課まで
総務課　議会庶務、情報公開など ☎ 073-441-3560   Fax 073-441-3559

議事課　傍聴、請願、陳情の受付など ☎ 073-441-3570   Fax 073-441-3575

調査課　調査業務、議員提案条例など ☎ 073-441-3580   Fax 073-441-3581 

「点字版・テープ版」のご案内
　本紙の点字版、テープ版（ボランティアの方々による朗
読）を作成しています。詳しくは県議会事務局議事課まで




